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Abstract: There are some Old English texts in which runic letters are adopted, and they often draw the 
reader’s attention. However, little detailed research has been done on the use of runes in Old English 
writings, and there is no consensus of opinion as regards their connotations. This paper treats the 
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W. Krause はルーン文字列を Gutani o(þal) wi(h) 




K. Schneider は同じ文字列を gutani o (i)k (i)m 
hailag ‘Der Goten Besitz (o) [ist dies]. Ich bin mit 











る。冒頭で言及した Bald’s Leechbook における
lencten adl ‘spring fever’ への対処に関する記述
がそれであり、該当箇所は Eft godcund gebed / 
In nomine dei summi sit benedictum deereþ. N7. 




Cameron は上記の箇所に関して、‘It is almost as 
if the magician was hedging his bets by invoking 









されていないとして、 ‘it is dangerous to assert 
that the Anglo-Saxons in general believed they 
could call up supernatural powers by cutting, 





















はイングランドの改宗にあたって Gregory I 
(c.540-604) が修道院長 Melitus に宛てたアドバ
イスを  ‘the temples of the idols in the said 
country ought not to be broken; but the idols 






































宗教詩 Cædmon's Hymn は古英語韻文では例外
的に 17 もの写本において保存されており、その時
代も 8 世紀から 15 世紀にわたる。これらの 17 写
本のうち４写本がノーサンブリア方言で書かれて
おり、残りの 13 写本はウェストサクソン方言で書
かれている。10) 8 世紀前半の MS. Kk. v. 16, 
University Library, Cambridge および 8 世紀中頃
の MS. Lat. Q.v.I.18, Public Library, Leningrad、
また 12 世紀の MS.574, Bibliotheque Municipale, 
Dijon お よ び 15 世 紀 の  Cod. Lat. 5237, 
Bibliotheque Nationale, Paris  などのノーサン
ブリア方言で書かれた写本においてはソーンは使
用されていない。一方で、ウェストサクソン方言
で書かれている  10 世紀の MS. Tanner 10, 
Bodleian Library、10 世紀後半あるいは 11 世初期
の MS. 279, Corpus Christi College, Oxford およ
びその写しであるとみられる 11 世紀後半の MS. 





同じく多くの写本が残されている Bede’s Death 





本である 12 世紀の MS. Digby 211、Bodleian 
Library, fol. 108a, col.2 および 14 世紀の MS. 
R.5.22, Trinity College, Cambridge, fol.43b, col. 
1 ではソーンが使用されているが、12 世紀の MS. 
R.7.28, Trinity College, Cambridge, page 26, 
fol.13b および同じく 12 世紀の MS. Bodley 297, 
Bodleian Library, page 281, col.2 においてはソー
ンではなく th で書かれている。これに対して、同
箇所の For þam に関してノーサンブリア方言の写
本である 9 世紀の MS.254, St. Gall, page 253, col. 
1、12 世紀の MS. 225, Admont, fol. 249b、16 世
紀の Cod. Lat. 14603, fol. 138a などにおいては、
どの年代の写本においてもソーンは用いられてお








るといえる。8 世紀のものとされる Cædmon’s 
























Christ, ll.797-807, Elene, II.1257-1269, Fates of 
the Apostles, ll.98-104 には作者である Cynewulf
の名前がルーン文字で本文に組み込まれている箇








ある。さらに古英詩 The Husband Message の結
びの箇所には部分的にルーン文字が書かれており、





古英詩以外でも、例えば韻文の Solomon and 
Saturn の写本においてもルーン文字が採用されて
いる。この作品は二つの写本で残っており、CCCC 
422 が写本 A、CCCC 41 が写本 B とそれぞれ呼ば
れているが、13) この写本Ｂでは人名 Solomon の
mon の部分に m ルーンが用いられている。人名の
後半部分に採用されている m ルーンは別の写本で
ある CCCC 422 には見られないことから、このルー
ン文字は写字生自身の判断で用いられたのだと想
定される｡ また、同じく写本 A においては Pater 
Noster がラテン文字に加えてルーン文字でも綴
られている。 
 古英詩 Waldere の写本は二つの断片として残っ



















初めから Beowulf 1939 行目の scyran までを、二人
目の写字生 B は同行の moste から Judith の終わり
までを書いている｡15) 同写本中３か所で o ルーン
が使われているが、これはすべて一人目の写字生 



























字の中で上述の Cynewulf signatures は、Exeter 
Book に収められた Juliana と Christ および 













が自然であり、古英詩 Rune Poem のようなルーン




る。Vercelli Book における Cynewulf signatures
を構成しているルーン文字は全体的にしっかりと
書かれているが、写本において w ルーンと l ルー
ンの前には一度消した跡があり、写字生はできる
だけ忠実にルーン文字を写そうとしていた形跡が
見られる。18) これと比較して Exeter Book におけ
るルーン文字は形がやや不完全である。Exeter 
Bookの写字生は gルーンをラテンアルファベット

















































同様に Riddle 19 ではさらに多くのルーン文字
により解答へのヒントが与えられている。ルーン
文字は４つの部分に分かれており、それぞれの文




読むと hors, mon, wega, haofoc という一連の単語
が導き出され、一般的には ‘a man on horseback 
with a hawk on his fist’という解答が想定されて
いる。 
































る古英詩 The Husband Message の結びの部分に







しばしば人名として解釈しており、21) また W.J. 
Sedgefield はルーンの順序を入れ替えて表音文字
として読み sweard 22) と解釈している。一方、
R.W.V. Elliot は表意文字として扱い ‘the runes 



















く関わっていない。すでに引用した Gregory I の 
‘the temples of the idols in the said country 



















ルーンの名称である deg を、反対に d ルーンの部
分に m ルーンの名称である mann を書いている。
また、o ルーンの部分には本来 eþel という名称が
書かれるべきであるが、何も書かれていない｡ この
ことから、写字生 B は、o ルーンの名称を理解して
いなかったと考えることができる。  






めに誤って m で始まる mech という単語を書いて













もいくつか存在する。 Poetical Dialogues of 
Solomon and Saturn は Pater Noster をテーマの
一つにしているが、２つの現存する写本のうちで
MS. A と呼ばれ 11 世紀頃のものとされる MS. 




ば Louis J. Rodrigues は、 ‘It is significant that 
the warrior letters in MS A are given their runic 
form, for the magic power of the rune was a 
deep-seated belief of the Germanic peoples,’ と
述べており、26) 呪術的なコノテーションと関連付




のうち MS. A にしか見られないことから、このル




ある。そのためDerolezも‘ornamental, with at the 







さらに、上述の Solomon and Saturn の写本 CCCC 
41 で人名 Solomon の mon の部分に使用されている







 また、すでに詳しく見たように紀元 1000 年頃の









に用いられている。30) 同じく 10 世紀後半に書かれ
た Exeter Book に含まれている古英詩 The Ruin で
は m ルーンが、また Alfred’s Orosius の Lauderdale 
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